承 元 二 年 戊辰。 二月 小。 三日、 癸 卯、 晴、 

鶴 岳宮の 御神楽 例の 如し、 将軍家 御 疱瘡に 

依りて 御 出 無し、 前 大膳大 夫 広 元 朝臣 御 使 

として 神 拝す、 又 御台 所 御 参宮。 十日、 庚 

戌、 将軍家 御 疱瘡、 頗る 心神 を 悩ましめ 給 

ふ、 之に 依って 近国の 御家人 等 群 参す。 廿 

九日、 己巳、 雨 降る、 将軍家 御 平癒の 間、 

御 沐浴 有り。 (吾妻 鏡。 以下 同断) 

お たづね の 鎌 倉 右大臣 さまに 就いて、 それで は 私の 

見たところ 聞いた ところ、 つとめて 虚飾 を 避けて あり 

のま ま、 あなたに お知らせ 申し上げます。 間違 ひの な 



人に よって、 さまざまの 見方 も あるで せう が、 私に は 

ただな つかしい お 人で ございます。 暗い 陰鬱な 御 性格 

であった と 言 ふ ひと も あるで せう し、 また、 底に やつ 

ぱリ源 家 の 強い 気象 を 持 つて 居られた と 言 ふ ひ と も) J 

ざい ませう。 文弱と 言って なげいて ゐた ひと もあった 

やうで ございま すし、 なんと 優雅な、 と 言って 口 を 極 

めて ほめた たへ てゐた ひと も ございました。 けれども 

私に は、 そんな 批評が ましい こと 一切が、 いと はしく 

無礼な ものの やうに 思 はれて なり ませぬ。 あのお 方の 

御 環境から 推測して、 厭世 だの 自暴自棄 だの 或いは 深 

い 諦観 だのと したり 顔して 囁いて ゐた ひと も ございま 



したが、 私の 眼に は、 あのお 方 はいつ も ゆったり して 

居られて、 のんき さう に 見えました。 大声 あげてお 笑 

ひになる 事 も ございました。 その 環境から 推して、 さ 

ぞぉ 苦しいだ らうと 同情しても、 その 御 当人 は 案外 あ 

かるい 気持で 生きて ゐ るの を 見て 驚く 事 はこの 世に ま 

まある 例 だと 思 ひます。 だいいち あのお 方の 御 日常 だ 

つて、 私たちが お 傍から 見て 決して そんな 暗い、 うつ 

たうし いもので は ございません でした。 私が 御と - J ろ 

へあがつ たの は 私の 十二 歳のお 正月で、 問 註 所の 善 信 

入道 さまの 名 越のお 家が 焼けた の は 正月の 十六 日、 私 

は その 三日 あとに 父に 連れられ 御と ころへ あが つ て将 



しろ 興がって おいでの やうな その 御 様子が、 私に は 神 

さまみ たいに 尊く 有難く、 ああもう このお 方のお 傍 か 

ら 死んでも 離れまい と 思 ひました。 どうしたって 私た 

ちと は 天地の 違 ひが ございます。 全然、 別種のお 生れ 

つ きな ので， > J ざいます。 わが 貧し い 凡俗の 胸 を 尺度に 

して、 あのお 方のお 事 を あれこれ 推し測つ てみ たりす 

るの は、 とんでもない 間違 ひのもとで ございます。 人 

間 はみ な 同じ もの だなん て、 なんとい ふ 浅はかな ひと 

リ よがりの 考へ方 か、 本当に 腹が立ちます。 それ は、 

あのお 方が 十七 歳に なられた ばかりの 頃の 事だった の 

でございますが、 おから だ も 充分に 大きく、 少し 伏目 



られ て、 どうやら 御 疱瘡ら しいと いふ 事に なり、 御と 

ころの 騒ぎ は 申す まで もな く、 鎌 倉の 里人の 間に は将 

軍 家 御 臨終と いふ 流言 さへ 行 はれた 様子で、 伊豆、 相 

模、 武蔵 など 近国の 御家人 も 続々 と 御と ころに 龃 けつ 

け、 私 は 御 奉公に あがった ばかりの、 しかも わ づか十 

一 一歳の 子供で ございま したので、 ただもう おそろしく、 

いま もな ほ 夢寐に も 忘れ 得ぬ 歴々 たる 思 ひ 出と して 胸 

に 灼き つ けられて ゐ るので， 、- J ざ いますが 、 その 時の 事 

を ただいま 少し 申し上げ ませう。 二月の はじめに 御 発 

熱が あり、 六日の 夜から 重態に ならせられ、 十日に は 

ほとんど 御 危篤と 拝せられ ましたが、 その 頃が 峠で、 



例のお ほどかな お 心から 都の あかるさ を、 あづまへ も 

取 入れたい と、 それだけのお 気持から 御台 所 は 京都の 

人 を、 とお 言 ひ 渡しな された ので はなから うかと 私に 

は 思 はれる のです が、 しひて また 考 へます るなら ば、 

マ J れも 将軍家の 無邪気の 霊感で ござ いまして、 無邪気 

の 霊感と いふ もの は、 その 時には、 たわいなく 見えな 

がら も、 あとあと、 月日の 経つ につれ て、 不思議に 諸 

事に ぴったり 的中いた しまして、 万人の 群議に はるか 

に まさる 素直な 適切の 御 処置で あつたと いふ 事が わか 

つて まゐ ります やうな 工合 ひの もので、 もしも、 その 

時に 御台 所 さま を 遠 い 京都より 求めず、 ぁづ ま の 御 家 



れ ければ」 などと いふと ころで も、 やはり 白い お 歯 を 

ちらと 視 かせて お 笑 ひに なり、 

ァ カル サハ、 ホロ ピノ 姿デ アラウカ。 人モ 家モ、 暗 

ィ ゥチハ マダ 滅亡 セヌ。 

と 誰に ともなく ひとりごと を おっしゃって 居られた 

事 も ございました。 同じ 平家 琵琶で も、 源 家の 活躍の 

ところ は あまりお 求めに ならない やうで ございました _ 

いちど、 那須与 一 の 段 をお 聞きに なリ、 「与 一 鏑を 取つ 

て番 ひ、 能つ 引いて ひやう と 放つ。 小兵と いふ 条、 十 

二 束 三 伏、 弓 はつよ し、 鏑は浦 響く ほどに 長 鳴して、 

過たず 扇の 要ぎ は 一寸ば かリ 置いて、 ひい ふっと ぞ射 



御 様子が 私たちに さへ ほの 見えて ゐ たので ございます。 

その 日、 尼 御台 さまと、 よも やまのお 話の ついでに、 

ふ いと その 事に お触れな さ つたので) J ざ いますが、 尼 

御台 さま は、 将軍家の その やうな お 心 もちやん とお 察 

しにな つて 居られた らしく、 微笑んで、 いいえ、 やつ 

ぱリ いけ ませぬ、 故 右 大将の 御 時、 すでに 侍の 受領 は 

許さぬ 方針に 決して 居ります から、 と 故 右 大将 家の 御 

先例 を おだやかに お聞かせ 申された ところが、 将軍家 

に は 幾度 も まじめに 御 首肯な されて、 それから 尼 御台 

さまに あらたま つ て 御礼 を 申して 居られました。 

「いいえ、 しかし、」 尼 御台 さまに は、 その やうに 素直 



元 入道 さま は、 きょろ りと あたり を 見廻し、 「弓の 勝負 

の あとの 御酒 宴と はいへ、 少し 狼藉が すぎます なご と 

品よ く 苦笑しながら おっしゃ いました。 

「これく らゐ でい いのです ご と 相 州 さま は、 大きく あ 

ぐら を かいて 盃を ふくみながら 一 座の 喧騒の さま を 心 

地 よげ に 眺めて 居られました。 「これでい いのです ご 

「どうも 私 は 宴会 は 苦手で、」 と 入道 さま はちら と将 

軍 家の はう を 見て、 「武芸の あとの 酒盛りなら まあ 意 

味 も あ つて、 我慢 も 出来る と いふ もので， 、- J ざいます が、 

なんとも つかぬ 奇妙な 御酒 宴 もこの ごろ は、 たくさん 

あって ご と 老いの 愚痴み たいな 調子で 眉 を ひそめて 



智房法 橋隆宣 導師たり、 此事日 来の 御 願と 

云々。 

あくる 承 元 四 年に は、 ただいま 私の 記憶に 残って ゐ 

る 事 も あまり ^ /ざいません が、 将軍家 の 御 日常 は い よ 

いよの どかに、 昨年より 更にお からだ も 御 丈夫に なら 

れた御 様子で、 御 多病のお 方で ございま したが、 この 

としに は、 いちど もお ひき 籠りに なった 事が 無かった 

やうに 覚えて 居ります。 例の 和歌、 管絃 などの 御宴 会 

は、 誰に 遠慮 もな さらず たびたび 仰 出されて、 いまで 

はもう 将軍家 も、 すっかり おとなに なって おしま ひの 

事で ございま すから、 入道 さま も 相 州 さま も、 やや 安 



の 運命 を 御 予言な さ る 事 も) J ざいました。 さう して そ 

れが 必ず 美事に 的中して ゐ るので ございま すから、 ど 

うしても あのお 方 は、 私たちと はまる で 根元から 違 ふ 

お生れつ きだった の だと 信じない わけに は 参り ませぬ。 

人の 話に 依ります と、 おそれお ほく も 廐 戸の 皇子 さま 

は、 神 通 自在に ましまして、 御身 体より 御 光 を 発して 

居られました さう で、 私 どもに はた だ 勿体なく 目の つ 

ぶれる 思 ひで その 尊 さお 偉 さに 就いては まことに 仰ぎ 

見る 事 も 何も 叶 ひませ ぬが、 右大臣 さま ほどのお 人に 

なると 流石に 何 か 一 閃、 おわかりになる ところで も あ 

るので ございませ うか、 お 口 を 極めて 皇子 さまの 御 頭 



が 次第に 御と ころから 消えて 行く やうな 心 もとな さ を 

覚える ので， > J ざいました。 五月な かばの 事で，、 - J ざ い ま 

したが、 小 笠 原 御牧の 牧士 と、 奉行 人 三 浦 平 六 兵衛尉 

さまのお 代官と の 私闘が ございました 時に、 それ はな 

んと 言っても 三 浦 さま は あの やうな 御大 身で はあり、 

そのお 代官に 対して、 たかが 牧士 などの 地下 職人の 分 

際で 手 向 ひする と はもっての 他、 ばかな 事 をした もの 

だと 誰もみ な 呆れて 居り ましたが、 将軍家 は それに 対 

して まことに 霹靂 の 如き、 意想外の 御 裁決 を 仰 出され 

たので ございます。 

三 浦 ガワ ルイ。 牧士ナ ドニ 反抗 サレ ルャ ゥデハ 奉行 



んな事 は) J ざ います ま い と 私 は 打ち消した い 気持で) J 

ざいます。 さて その 二 代将 軍 頼 家 公すな はち 後に 出家 

して 二 品 禅 室 さまに は、 一幡、 善哉、 千 寿な どのお 子 

がご ざい ましたが、 御 長子の 一幡 さま は、 例の 比 企 氏 

の 乱の 折に 比 企 氏の 御 一 族と 共に 北条 氏に 殺され、 御 

三男の 千 寿 さま も、 のちに 信 濃 国の 住人 泉 小 次 郎親平 

などの 叛 謀に 巻き込まれ、 まもなく 出家し 栄 実と 号し 

て 京都に 居られ ましたが、 またもや 謀反の 噂 を 立てら 

れ、 京の 御宿 舎に 於いて 自殺 をなさい まして、 御 次男 

の 善哉 さま は その やうな 御難 儀に も 遭 はず、 すくす く 

御成 長な さって ゐ たとい ふわけ になる ので ございます 



大きく たくましく、 お 顔 は、 将軍家の 重厚な お 顔 だち 

に 較べる と 少し 華奢に 過ぎて たよりない 感じ も 致し ま 

したが、 やっぱり 貴公子ら しいなつ かしい 品位が w J ざ 

いました。 尼 御台 さまに 甘える やうに、 ぴったり 寄り 

添って お 坐りに なり、 さう して 将軍家のお 顔 を 仰ぎ見 

てた だに こに こ 笑って居られます。 

そのと き 将軍家 は、 私の 気の せゐか 幽かに 御 不快の 

やうに 見受けられました。 しばらく は 何も おっしゃら 

ず、 例の 如く 少しお 背中 を 丸くな さって 伏目の まま、 

身動き もせず 坐って 居られ ましたが、 やがてお 顔 を、 

もの 憂さう にお 挙げに なり、 



学問 ハオ 好キ デス 力 

と、 ちょっと 案外のお 尋ね をなさい ました。 

「はいご と 尼 御台 さま は、 か はって お 答へ になり まし 

た。 「この) J ろ は 神妙 の やうで > J ざ います。 」 

無理 力 モ知レ マ セヌガ 

とまた、 うつむいて、 低く 眩く やうに おっしゃって 

ソレ ダケ ガ生 キル 道 デス 

尼 御台 さま は、 すっと 細い 頸 をお 伸ばしに なり 素早 

く あたり を 見廻しました。 なんの ためにお 見廻しな さ 

つたの か、 私な どに 分らぬ の は 勿論の 事で ございます 

が、 尼 御台 さま 御自身に しても なんの 為と も わからず 



ただ、 きょ とんと なされて、 将軍家 からのお 盃 にも、 

ちょっと 口 をお つけに なった だけで、 ぉ盃を 下に さし 

置き、 さう して やっぱり、 きょ とんと して、 あらぬ 方 

を 見廻したり などして 居られます。 あの やうに 高名な 

お 方で ございま すから、 さだめし 眼光 も 鋭く、 人品い 

やしから ず、 御 態度 も 堂 々として 居ら れ るに 違 ひない 

と 私な ど は 他愛ない 想像 をめ ぐらして ゐ たので ござい 

ましたが、 まことに 案外な、 ぼつち やりと 太って 小さ 

い、 見どころ もない 下品の 田舎 ぢ いさんで、 お 顔色 は 

お 猿の やうに 赤くて、 鼻 は 低く、 お 頭 は 禿げて 居られ 

るし、 お 歯 も 抜け落ちて しまって ゐる御 K 子で、 さう 



して 御 態度 は どこ やら 軽々 しく 落ちつきが ございませ 

んし、 この やうな お 方が どうして あの 尊い 仙 洞 御所の 

御 寵愛な ど 得られた のかと 私に は それが 不思議で なり 

ませんで した。 さう して また 将軍家に 於いても、 どこ 

やら 緊張した 御 鄭重のお もてなし 振りで、 

チト、 都ノ話 デモ 

と 入道 さまに 向って は、 ほとんど 御 老師に でも 対す 

る やう に 口， 一 J もりなが ら御 遠慮が ちに おっしゃ るので、 

私たちに は 一 層 奇異な 感じが 致しました。 入道 さま は、 

「は？」 とおつ しゃって 聞き耳 を 立て、 それから、 「い 

や、 この頃 は、 さっぱり 何事 も 存じ ませぬ ご と 低い お 



ながら も、 この 名誉の 慾 を 未だ 全く 捨て去る 事が 出来 

ずに 居リ まする。 姿 は 聖人に 似たり といへ ども 心は不 

平に 濁りて 騒ぎ、 すみか を 山中に 営む といへ ども 人 を 

恋 はざる 一 夜 も 無く、 これ 貧賤の 報の みづ から 悩ます 

ところ か、 はたまた 妄 心の いたりて 狂せ るかと、 われ 

と わが 心 に 問 ひかけ て みまし て も 更に 答 へ は) J ざ り ま 

せぬ。 御念 仏ば かりが 救 ひで ござり まする ご けれど 

もお 顔に は、 いささか も 動揺の 影な く、 澱みな く 言 ひ 

終って、 やっぱり きょ とんと して 居られました。 

遁世 ノ動 機ハ 

と 軽く お尋ねになる 将軍家の 御 態度 も、 また、 まこ 



す、 噓を およみに ならぬ やうに 願 ひます る ご 

ゥソ トハ、 ドノ ャゥナ 事 デス。 

「真似事で ございます。 たと へば、 恋のお 歌な ど。 将 

軍 家に は、 恐れながら 未だ、 真の 恋の こころが おわか 

りな さらぬ。 都の 真似 をな さらぬ やう。 これが 蓮 胤の 

命に かけても 申し上げて 置きたい ところで ござります _ 

世に も 優れた 歌人に まします 故に こそ、 あたら 惜し さ 

に、 居た たまらず この やうに 申し上げ るので ござ リま 

す。 雁に よす る 恋、 雲に よす る 恋、 または、 衣に よす 

る 恋、 この やうな 題 はいまで は、 もはや 都の 冗談に 過 

ぎぬ ので ござりまして、 その 洒落の 手振り をた だ 形 だ 



なされ、 筆 をお 置きに なり、 その 紙 を 破り 棄て なさる 

事 さ へ 見受けられる やうに なりました。 破リ棄 てな さ 

るな ど、 それまで 一 度 も 無かった 事で ございま したの 

で、 お 傍の 私たち は その 度 毎に、 ひやり として、 手に 

汗 を 握る 思 ひが 致しました。 けれども 将軍家 は、 お 破 

りに なりながら も 別段け はしい お 顔 をな さる わけで は 

なく、 例の やうに、 白く 光る お 歯 を ちらと 視 かせて 美 

しくお 笑 ひに なり、 

コノ ゴロ 和歌 ガワ カッテ 来 マシタ 

などと おっしゃって、 また ぼんやり 物案じに ふける 

の で) J ざ いました。 こ の 頃から 御 学問に もい よいよ お 



御 父母 君と さへ 争 ひ、 将軍家 を 御自身の お宅に ぉ迎へ 

申し、 御 家来 衆と 共に 厳重に 護衛いた し、 御 義母の 牧 

の 方 さまに は 御 自害 を 強 ひ、 御 実父の 時 政 公に は 出家 

をす すめて、 幼い 将軍家 をから くも 御 災厄から お 救 ひ 

申し上げ たとい ふ 大手 柄 も) /ざいました さう で、 それ 

から 後 も 相 州 さま は 蔭に なり ひなたに なり 当 将軍家の 

御 育成に のみお 心 を 用ゐ、 自ら は 執権と して 御 政務の 

第 一 の 後見 者と なリ、 今に 故 右 大将 家 を も 凌ぐ 大将軍 

に なし 奉ら ん とそ れを 楽し みに して 朝夕 怠らず お 仕 へ 

申して 居られた やうに も 見受けられ ましたが、 どうし 

たもの か、 さらに 後に いたって は 少し 御 様子が お 変り 



悉く 盗み取られ たとい ふ 事件が ございまして、 将軍家 

は それ をお 聞きに なり、 御台 所 さま をお 気の毒に 思 召 

したからで も > J ざ いませう、 直ちに 駿河 以西の 海道の 

駅々 に 夜番 を 立た せ、 これから も 厳重に 旅人の 警 固に 

つとめさせる やう 幕府の 守護 人に お 言 ひつけに なり、 

また そのお 土産の 御晴 衣な ど も 必ず 尋ね 出さ せる やう 

手配な すべし、 と 仰 出されました。 将軍家の この やう 

な 深い 御 愛情に は、 御台 所 さま も、 さだめし 蔭で お 泣 

きな された 事と 存じます。 お 揃 ひで 社寺へ ぉ詣リ なさ 

る 事 も 度々 ございま したし、 またお 花見 や、 お 月見、 

また 船遊びな どに は、 いつも 御台 所 さま をお 誘 ひに な 



り、 殊に も 和歌 会 や 絵 合せの 折に は、 御台 所 さま は、 

それ こそ、 なくて かな はぬ お 方で、 将軍家に 京風の 粋 

をお 教へ 申し上げ るお 優しい 御 指南役の やうに さへ 見 

受けられました。 この やうに 御 仲 御 綺麗に、 いつも 変 

らず御 円満で ございま したが、 たった 一 つお 淋しげ な 

ところ は、 つ ひに お 子 さまが お出来に ならなかった 事 

で、 この やうに お 二人とも 何から 何まで 美事に 卓絶な 

さって 居られる 御 夫婦に は 天の 御 配慮に よって、 お 子 

の 出来ない とい ふ 事 は、 まま ございます ことで、 私 ど 

もに は 少しも 不思議で はな い の で) J ざいます けれども、 

それ を また、 例の せんさく 好きが、 何かと 下司 無礼の 



たちに 対しても、 お 酒 をのんで 乱酔に 及んだり などの 

失態 は 笑って お許し もなさい ましたが、 好色の あやま 

ちに は、 つねに 厳罰 を もってお のぞみに なられました _ 

その 建 暦 二 年の 五月に も、 執権 相 州 さまの 御 次男 朝 時 

さま、 このお 方 は 色の 白い、 立派に 御 肥満の 美男で ご 

ざい ましたが、 御 兄 君の 修理 亮泰時 さまの あの 御 発明 

に 似ず、 どうも 何事 も あまりお 出来に ならない やうで 

ございました。 日頃、 色 を 好まれる お 方ら しく、 私 も 

く はしい 事 は 存じ ませぬ が、 なんでも 御台 所 さまの 女 

房の、 その 前年 京都より 下向した ばかりの、 氏 育ち 共 

にい やしから ぬ 一美 形に、 思 ひ を 寄せた、 とで も 申す 



ので ございませ うか、 その 辺の 機微 は 武骨の 私 どもに 

はわ かリ ませぬ、 とにかく 艷書 などの 御 工夫 も あれ こ 

れ なさい ました 御 様子で、 まことに、 ばからし いお 話 

で 恐縮で) /ざいます。 その 艷書も 極め て お 手際 の まづ 

いものだった ので ございませう、 一 向に ききめが 無く、 

いま はこれ までと 滅茶苦茶に おなりに なって 風流の 御 

工夫 も 何もお 棄て になり、 深夜、 その 女房 どののお 局 

に 忍び込み、 ぐいぐい ひっぱり 出した とか、 どうと か、 

それ もまた お 手際の 極めて まづ いところ が ございまし 

たやう で 大騒ぎに なりまして、 たちまち 近習に 召 捕ら 

れて しま ひました。 御 運のお 悪い お 方で ございます。 



骨 者、 和歌 は 閉口、 絵 合せ は まっぴら、 管絃は うんざ 

リ、 ほととぎすの 声 も 浮かぬ お 顔で 聞いて、 ただ 侍 所 

別当のお 役目お 大事、 忠義 一 徹の御 老人で ございまし 

た が 、 将軍家に は ， J の 野暮 の 和 田 さまが 大の 御蟁 肩で 、 

御 父君 右 大将 さま 御 挙兵 以来の 至誠の 御 勇士い まに 生 

き 残れる 者ゎづ かに 義盛、 朝 光と 数へ て 五指に も 足ら 

ぬ 有様、 殊に も 元久ニ 年、 将軍家 御 年 十四 歳の 折に、 

誠忠 廉直の 畠 山 父子が 時 政 公の 奸策 により、 むじつの 

罪に て 悲壮の 最期 を とげられて 以来、 いよいよ この や 

うな 残存の 御 老臣 を 御大 切に なされ、 大 野暮の 和 田 さ 

ま を も いろいろ とおいた はりに なって、 この 和 田左衛 



山と は藐 姑射 之 山、 仙 洞と 同義で、 すな はち 仙 洞 御所 

を その やうに 称し 奉る 御なら はしの やうで ござ います _ 

このお 歌に 就いても、 いったい その 時の 御 書の 御 内容 

はどうい ふ ものであった のか、 さう して 将軍家 は それ 

に 依って 如何なる 決意 をな さった のか、 などと 要らぬ 

不敬の 探索 をな さ る お 方 も， > /ざ います やう で すが 、 別 

に その やうな 御苦労の 御 詮議 をな さるまで もな く、 何 

も かも そつく リ 明白に そのお 歌に 出て ゐる では ござい 

ませぬ か。 かたじけなくも 御 親書 を 賜り 百雷 一時に 落 

ちる 以上の 強い 衝動 を 覚えられ、 その 素直なる 御 返答 

として、 大君への 純 乎た る 絶対の 恭順のお 心 をお 歌に 



れど、 それなら、 将軍家の 方から も 機 を 見て ひそかに 

御 返書 を 奉る ベ きで ございまして、 何も ことさらに 

堂々 とお 歌 を 作り、 御身 辺の 者に も 見せて ま はるな ど 

は、 とんでもない 愚かな 事で、 ばからしい にも 程が ご 

ざいます。 その やうな、 ややこしい 理由な ど、 一 つも 

無い ので ございます。 大君への 忠義の 赤心に、 理由 は 

ございません。 将軍家に 於いても、 ただ 二念な く 大君 

の御鴻 恩に 感泣し、 ひたすら 忠義の 赤誠 を 披瀝し 奉ら 

ん 純真無垢のお 心から、 この やうな お 歌 をお 作リ にな 

つたので、 なんの 御 他意 も 無かった ものと 私 どもに は 

II！ せられる ので ございます。 御 胸中に たと ひ 幽かに で 



百 人に も 足らぬ 一 族 郎党 を ことごとく 献 じて、 伊豆の 

片隅に 敢然と 源 家の 旗 を ひるが へさせた お 方 は、 余人 

で は) J ざい ませぬ、 こ の 相 州 さまのお 父君 時 政 公で) J 

ざいました。 その 頃の 北条 氏に は、 たいした 勢力 も ご 

ざいませんで したでせ うに、 いくら 故 将軍家の 御 人物 

を 見込んだ とて、 時 政 公 もま ことに 無謀な 御 決意 をな 

さいました もので、 治 承 四 年、 以仁 王よりの 平家 討伐 

の 御 令旨 を 賜って 勇気 百倍、 まづ 戦の 門出に 伊豆の 目 

代、 平の 兼隆を 血祭りに あげようと いふ 事に なり、 お 

若いながら も 御如才 のない 故 将軍家 は、 出発に 先立ち 

北条 氏の 一 族 郎党 を 煩 をい と はず ひとりひとり 順々 に 



一族 九十 八 人が ずらり と 居並んでの 歎願に は、 いや 驚 

きまして、 一 応ぉ 取次ぎ だけ は 致して 置かう と 存じ ま 

してた だい ま 申し上げて みた やうな 次第で w J ざ います 

が、 和 田 氏 もき の ふ 御子 息の 御宥 免に ぁづ かった ばか 

りなのに、 さらに 今日は 主謀者た る 甥の 御 赦免まで 願 

ひ 出る と は、 ちと 虫が よす ぎる と は 思 ひました ものの 

なにしろ あの 頑固の 老人の 事で ございま すから、 是が 

非で もこの 懇願 一 つ はお 聞きい れ賜リ たしと、 びたり 

と 坐って 動きません ので、 いや、 とにかく、 これ は、 

—— 」 などと、 おっしゃる 事が やっぱり 少しも 要領 を 

得ませんでした。 広 元 さま は、 大事な 時には、 いつで 



く 申 渡して やらう と 存じます が、 いかがで すご 

将軍家 は、 その 日 どこ やらお 疲れに なって 居られる 

やうな 御 様子で) J ざいまして、 黙って お 首肯き になら 

れ ただけ でした。 とにかく これで 広 元 入道 さま は、 れ 

いの 如くまん まと 憎まれ役から のがれ、 さう して また 

相 州 さま は 平気で そのい やな 役 を 引受けて、 いかに ま 

いどの 事と は 言 ひながら、 相 州 さま はそんな 時ち つと 

もい やな 顔 をな さらぬ のが、 私たちに は、 なんとも 不 

思議な 事で ございました。 その 日の 相 州 さまの 御 申 渡 

しの 有様 を、 私 はお 奥に 居りました ので 拝見 出来 ませ 

ん でした けれど、 これが また ひどく 峻烈な ものだった 



突が 起り まして、 つ ひに 争端 必至の どうに もなら ぬ険 

悪の 雲行きに なって しま ひました。 和 田 平 太 胤長 さま 

の 御屋敷 は 荏 柄 の 聖廟の 真 向 ひにご ざいまして、 それ 

は晃 長さ まの 御 配流と 共に 没収せられ、 なにしろ 御と 

ころの すぐ 近くの 土地で ございまして 御と ころへ 伺候 

する のに 便利な もので) J ざ いますから、 皆が そのお 屋 

敷 を 内々 お望みの 御 様子で ございました けれども、 左 

衛門 尉義盛 さま は、 いま はせ めて 最後の 一 つの 願 ひと 

して、 そのお 屋敷 を 拝領いた したいと、 五条のお 局 さ 

ま を 通して 将軍家に こ つ そり 御 申入れ なさった ので ご 

ざいます。 その 時、 将軍家 は、 お 局 さまのお 言葉 をみ 



なまで 聞かず、 つづけて 二、 三度せ はしげ に 御 首肯な 

されて、 即座に 御 聴許のお 手続き をな され、 それから 

ぼんやり 全く 他の 事 をお 考 への 御 様子で、 しばらく 黙 

つてうな だれて 居られました。 あの やうに お 力無い 将 

軍 家 を 拝した の は、 私に とって、 御 奉公 以来 まことに、 

はじめての 事で ございました。 何事に も 既に 御 興趣 を 

失 ひなされ たやうな、 下衆の 言 ふ、 それ こそ 浮かぬ お 

顔 をな さ つて 居られた ので ございます。 それから 四、 

五日 経って、 相 州 さまが、 へんな 薄 笑 ひ を 浮べて 御前 

て Is 矢し、 

「ただいま 人から 承り ましたが、 囚人 胤長の 屋敷 を、」 



た。 

「お 心の 程 は 拝察で きます るが、 今後の こと も ありま 

す。 くどく は 申し上げ ませぬ。 お 心 を 鬼に なさい ま 

せ ご 

ソレ ホド大 キナ事 トモ 思へ ヌ 

「大事です。 反逆の 徒輩の 処置 は 大事です。 幕府の 安 

危に かか はる 事です。 胤長の 屋敷 は 一 時、 私が ぉぁづ 

かり 致し ませう。 他の 者に あ づけます と、 その 者が ま 

た 禾 田 一 族に、 つまらぬ K み を 買 ひます。 私が 僧 まれ 

役になります。 将軍家に は、 かか はりの 無い 事に 致し 

ます。 私情の 意地で 申し上げ るので はあり ませぬ。 幕 



腰 越 浦に 龃 けつけ てま ゐ りまして、 御と ころ 方 は、 に 

はかに 心細く 危く相 成り、 その 時、 間髪を入れず 智者 

の 相 州 さま は、 諸方に 将軍家の 御 教書 を 発した 為に、 

それまで、 どちらが いったい 賊軍な のか、 わけが わか 

らず 待機 中であった 諸国の 軍勢 も 一 度に どっと 御と こ 

ろ 方に ついて、 ここに 全く 大勢が 決せられた 御 様子で 

J ざい ましたが、 法 華 堂 に 於いて 相 州 さ ま か ら御 教書 

の 御 判 を 請 はれて、 将軍家 は その 御 教書の 文章 を ざつ 

と 御 一読な され、 声を立て てお 笑 ひに なられ、 

コレ ハ誰ノ 文章 デス 

と 呆れな さった やうに お 眼 を 丸く して 相 州 さまに お 



迎へ 撃った までの 事、 しかも 自分の 用兵 拙劣に して 多 

くの 御と ころの 将士 を 失 ひ 罪 万死に 価す と雖も 幕臣と 

して 一の 勲功 も 無し、 とおつ しゃった とか、 いよいよ 

匠 作 さまのお 名が あがって、 しばらく は、 どこへ まゐ 

りましても 匠 作 さまの 御 評判で 持ち切りの 有様で ござ 

いました。 さて、 匠 作 さまの 禁酒の しくじ リ 話の 御 披 

露が ございました 四日の、 手 負 ひの 軍士の 集りました 

席上で、 裏切者の 三 浦 左衛門 尉義村 さまが、 またも 御 

卑怯の 振舞 ひに 及び、 心 ある 将士に いたく 顰蹙せられ 

ましたが、 合戦 の 後に はと かく この やうな > J た ごた が 

起る ものと 見えます。 波 多 野中 務丞忠 綱 さまの 米 町な 



同年。 九月 大。 廿 二日、 戊 午、 将軍家 火 取 

沢辺に 逍遥せ しめ 給 ふ、 是 草花 秋 興 を覧る 

に 依りて なり、 武蔵 守、 修理 亮、 出 雲 守、 

三 浦 左衛門 尉、 結 城 左衛門 尉、 内 藤 右馬允 

等 供奉せ しむ、 皆 歌道に 携 はるの 輩な リ。 

同年。 十月 大。 三日、 己 亥、 今日 御 書を以 

て、 大宮 大納言 殿の 方に 仰せら るる 事 有り、 

公家より 西 国の 御領 等の 臨時の 公事 を 課せ 

ら るるな り、 一 切 御沙汰に 及ぶ 可から ざる 

の 由、 広 元 朝臣の 如き、 之 を 申す と雖 も、 

w せて 曰く、 一 向 it 止の 儀に 於て は、 然る 



の 神社が その 貢税 のために 鷹 狩 を 行 ふの は 一向 さしつ 

かへ ない、 と 神社の 御 儀式 を 重んじ、 貢税の 便宜 を は 

からしむ る 思 召しから、 特別に 御 除外の 例 をお 設けに 

なった ほどで ございました。 この やうに、 京都の 御所 

や、 諸国の 神社仏閣の 事になる とお 眠りから お覚めに 

なる ので ごさい ましたが、 あと はもう、 相 州 さま や 入 

道 さまに お任せ 切りで、 御自身 は、 ただ、 のんびりと 

遊び暮し て 居られた やうな お 工合で ございました。 五 

月の 合戦で 御と ころが 全焼いた しまして、 六月、 七月、 

八月の 三 箇月 間 は、 将軍家に 於いて は、 もっぱら 新造 

の 御と y J ろ の 御 設計に 夢中 の 御 様子で ございまして、 



己 卯、 今日 仰 下されて 云 ふ、 京 進の 貢 馬の 

こと は、 其 役人 面々 に、 逸物 三疋を 以て、 

兼 日用 意せ しめ、 見参に 入る 可し、 選び 定 

むる こと は、 御 計 ひ 有る 可き なりと 云々。 

同年。 六月 小。 廿日、 戊 寅、 今夜 子 剋、 御 

霊 社 鳴動す、 両三 度に 及ぶ と 云々。 

同年。 七月 大。 六日、 癸 巳、 晴、 坊門黄 門、 

去る 六月 二日 仙 洞 歌合の 一 巻 を 将軍家に 進 

せらる、 是内々 の 勅靛に 依りて なりと 云々。 

同年。 八月 小。 十八 日、 乙 巳、 甚雨、 午 剋 

大風、 鶴 岳 〔# 「鶴 岳」 は 底本で は 「鶴 岡 匕 八 



得て、 たうとう 南都 北嶺の 嫉視 を 招き、 共に さまざま 

の 迫害 を 受けられた やうで ございまして、 栄西 さま は、 

鎌 倉への がれて まゐ り、 寿 福 寺 を 御 草創な され、 建 保 

三年 六月に 痢 病で おなくなりな さるまで、 ほとんど そ 

こに 居られまして、 往年に 新 宗派 を 称へ、 新 智識 を以 

て 片端から 論敵 を 説 破な された 御 元気 は、 その 御晚年 

に は、 片鱗 だ も 見受けられず、 さらに 大きく お悟りに 

なった ところで もあった ので ございませ うか、 別段、 

御 宗派に こだ はる やうな と ， J ろ も 無く、 御 加持 御祈禱 

もす すんで なさい ましたし、 おひ まの 折に は、 お茶の 

お徳 を ほめた たへ る 御 本な どと、 珍奇な ものまでお 書 



た 実に 物凄 い 雷鳴 もしば しば.》 /ざいまして、 天体 に 於 

いてさへ 日蝕、 月蝕の 異変が あり、 関東の 人心 恂々 た 

る もので、 それにつ けても 将軍家の その やうな 御風 流 

の 御遊 興 は 非難せられ、 この 天変地異 は、 すべて 将軍 

家 御 謹慎 有る ベ しとの 神々 のお 告げな りと 御 占 ひ を 立 

てる もの さへ 出て まゐ りまして、 或いは また、 御と こ 

ろのお 屋根に おびただしい 鷺の 群が 降り 立った の を 見 

て、 これただ 事に 非ず、 御と ころに 重変 起る の 兆な り 

とい ふ おそろしい 予言 をす る 者 も ございまして、 その 

時には、 将軍家 は 相 州 さまに すすめられて 御と ころ を 

のがれ、 相 州 さまのお 宅に お移りに なり、 それから 七 



ラドゥ 力。 ソノ 都所ノ 別当 ニダ ケハ、 ナツ テ モヨ ィ_ 

とお 酒のお 席で 誰に ともなく おっしゃって、 おひと 

りで 大笑 ひな さって 居られた 事 も ございました。 派手 

な 京風ば かり を 真似る ゆ ゑ、 都 所 別当が 御 適任と いふ 

御自身 をおから かひの 意味で おっしゃ つたの かも 知れ 

ませぬ が、 私たちの 日常 拝し ましたと ころで は、 決し 

て そんな 事 だけで はなく、 別の もっと 厳粛な 意味に 於 

いても、 その 都 所 別当が 首肯で きる 気持で ございまし 

た。 まことに、 当時、 御 朝廷との 御 交通 は、 ただこの 

御 方お ひとりに 依っての みなされて ゐ たやうな 御 有様 

で ございまして、 建 保 三年の 七月に は、 おそれお ほく 



御 勅使 をお もてなしな さるに 当っても、 誠心 敬意 を 表 

し、 莫大の 贈物 を 捧げ、 ひたすら 忠君の 御 赤心 を 披瀝 

なされ、 かの 御 母君 尼 御台 所 さまが、 建 保 六 年に 二度 

目の 熊野詣 をな さって そのつ いでに 京都に もお 立 寄り 

になり、 しばらく 京に 御 滞在中、 院の 特別のお 思 召し 

により 尼 御台 さま を 従三位に 叙せ しむべき 由の 宣下が 

その 御 旅亭に 達し、 さらに、 かしこくも 仙 洞 御所 御 直々 

の 御 対面 を も 賜 ふべき 由 仰 下され、 その 破格の 御 朝恩 

に 感泣いた すべきと ころ を 尼 御台 さま は、 田舎の 薄汚 

ぃ老 尼で ございます、 竜顔に 咫尺し 奉るな ど、 とんで 

もない、 どうか その ii はお ゆるし 下されと 申して、 京 



五月 二十 六日 更任右 中将、 建 暦 元年 正月 五日 正三位、 

同 二 年 十二月 十日 従 二位、 建 保 元年 二月 二十 七日 正 二 

位、 この- J ろから 将軍家に 於いても 官位の 御 昇進 を 無 

邪気に お楽しみ なされて 除 書 をお 待 兼ねの あまり 京都 

へ 御 催促な される 事 さへ ございまして、 同じく 建 保 四 

年の 六月 二十日に は、 わ づか御 二十 五 歳のお 若さ を以 

て 権中納 言に 任ぜられ、 七月 二十日に は 左 近 中将 を 兼 

ね、 同 六 年 正月 十三 日に は 任 権 大納言、 三月 六日に い 

たって 左 近 大将、 十月 九日、 内大臣、 十二月 二日、 右 

大臣。 然して、 左 近 大将の 時、 ならびに 右大臣の 時に 

は その 拝賀 の 御 ii 式に 用ゐ るべき 御 装束 御 車 以下 さま 



ざまの 御調 度 一切、 仙 洞 御所より 鎌 倉へ 送り 下され、 

そ の御寵 恩の ほど はま y J とに 量り 知る ベ からざる もの 

で、 下司 無礼の 輩 は 之に 就いても また、 けしから ぬ 取 

沙汰 を 行 ひ、 院に於 かせられて は 将軍家 を官 打ちに 致 

される 御 所存ではなかった らう か、 と 愚かしき 疑 ひな 

ど を さしはさみまして、 御 承知で も ございませ うが、 

もともと それに 価せ ぬ 身分の ものが、 に はかに 高位 高 

官に 昇る と、 その 官位に 負けて 命 を 失 ふと も 言 はれて 

居ります から、 憎むべき 者の 官位 を 急速に 進めて その 

一 命 を 奪 はんと 図る 事を官 打ちと 申します の ださう で 

その 官 打ちの 御 所存ではなかった らう かとい ふつ まら 



ぬ 疑 ひ を 抱いて 心配 顔 をして ゐた人 も 無い わけで はな 

かった ので ございまして、 けれども それ は、 仙 洞 御所 

と 将軍家との 間に 於いて、 つねに 天真爛漫の 麗 はしい 

君臣の 情が 交流 して ゐ たとい ふ 事実 を) J 存じない から 

であって、 共に すぐれた 御 歌人で はあり、 承久 元年の 

正月に 将軍家が あの やうな 御 最期 を 遂げられ、 院 にお 

か れ て は 内蔵 頭忠綱 さま を 御 使と して 鎌 倉 へ 御 差遣に 

相 成り、 御 歙慮殊 の ほか 御 歎息の 由 を 申 伝へ しめ あそ 

ばし ました さう で、 しかも 将軍家が おなくなりになる 

と 直ちに、 あの 不吉の 兵乱が はじまりました ところ か 

ら考 へても、 将軍家が 御風 流に のみ 身 をお やつし にな 



す、 とおつ しゃって 二つ 三つ 空咳 をな さって、 その 事 

に 就いては、 と 大袈裟に 膝 をす すめ、 私 も 日頃 ひとし 

れず 悩ん でゐ ない 訳で は ございません でした、 とやつ 

ぱ リ 煮え切らな い やうな 言 ひ 方で 、 まことに 之 は 困つ 

たやうな 事で ございまして、 故 右 大将 家に 於いて は、 

いやしくも 京都に 関する 事なら ば、 この 京 育ちの 私に 

い ち いち 御下問が、》 /ざいまして、 私 も 及ばず ながら 何 

かと 愚見 を 開陳いた した もので ございま したが、 当代 

に 於いて は、 さっぱり 私に 御下問なさい ません、 さう 

し て 御 自分 のお 考 へだけ で どしどし 京と 御 交通な さ い 

ますので、 私 は、 ただお 傍で はら はらして 拝見して ゐ 



しと 云々、 此 一両年、 明王院 僧正 公 胤の 門 

弟と なりて、 学 道の 為に 住 寺 せらる る 所な 
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同年。 七月 大。 廿 四日、 己 亥、 晴、 京都の 

使者 参 著す、 去る 十日より 上皇 御瘧 病、 毎 

日 発ら しめ 給 ふ、 内外の 御祈禱 更に 其 験 見 

えずと 云々。 廿 六日、 辛 丑、 晴、 山城 大夫 

判官 行 村、 使節と して 上洛す、 院御 悩の 事 

に 依りて なり。 

同年。 九月 大。 十三 日、 丁亥、 将軍家 海辺 

の 月 を 御覧 ぜんが 為、 三 浦に 渡御、 左衛門 



給 ふの 間、 御 拝賀の 為、 鶴 岳宫に 参り 給 ふ、 

早旦行 村の 奉と して、 御 拝賀 有る 可き の 由 

を、 下向の 雲 客 等に 触れ 申す、 申の 斜に其 

儀 有り。 

同年。 七月 大。 八日、 丁 丑、 晴、 左 大将 家 

御 直衣始 なり、 仍って 鶴 岳 宮に御 参、 午 剋 

出御、 前駆 並びに 随兵已 下、 去月 廿 七日の 

供奉 人 を 用ゐら る。 

同年。 八月 大。 十五 日、 癸丑、 晴、 鶴 岳 放 

生 会、 将軍家 御 参宮、 供奉 人の 行粧、 花 美 

咧に越 ゆ、 檳榔の 御 車 を FFF ゐら る。 十六 日、 



おどして、 きまりわるげ なお 態度 をな されば なさる ほ 

ど、 いよいよ 将軍家のお 顔色 は 暗く、 不機嫌に おなり 

の やうに 拝され ましたので、 これ は ひょっとしたら 将 

軍 家 は Y 」 の 禅師さ ま を かねがね、 あきた らず思 召しな 

されて 居られる ので はなから うかと、 私 も 当時 二十 一 

歳に もな つて 居りまして、 まあ 身の ほど 知らず の 生 意 

気な と し) J ろ で も > J ざ いますから、 そ の やうな 推参な 

事まで 考へ たやうな 次第で ございました。 その 日、 禅 

師 さまが 御 退出な されて 後 も、 将軍家 はしば らく その 

まま 黙って お 坐りに なって 居られ ましたが、 ふいと お 

傍の 私たちの はう を 振り か へられ、 あれに は 仲間 も 無 



綺麗 さっぱりと お流れに なり、 船 は 由 比 浦の 汀に 打捨 

てられ、 い たづら に朽 損じて 行く ばかりの やうで，) J ざ 

いました。 御 度量の ひろい 将軍家に 於いて は、 もちろ 

ん、 御 計画の 頓挫 を いつまでも 無念が つてい らっしゃ 

る やうな 事 は 無く、 あの、 大 かたり 者の 陳和 卿に 対し 

て も いささか もお 怒りな さらず、 

医 王 山 ホド、 ゥマ クイ カナ カツ タヤ ゥ デス。 

と 何もかも ご存じの やうな 和やかな 御 微笑 を 含んで、 

お つし やった 事 さへ ございまして、 その後 いちど も 御 

渡宋 の 御 希望な ど おもらし になつ た 事 は) ございません 

でした。 かの 陳和卿 は その後、 生死の ほど も 不明で ご 



だけ、 それだけ なんだ。 あの人に は 京都が こはくて 仕 

様が な いんだ。 まぶしす ぎ るんだ。 京都へ 行っても、 

京都の 人に 笑 はれない くら ゐの ものに なつてから、 京 

都 へ 行きた い と 念じて ゐ るの だ。 それに 違 ひな い の だ _ 

やたらに 官位の 昇進 をお 望みになる の も、 それ だ。 京 

都の 人に、 いやしめられた くないの だ。 大いに もった 

い をつ けてから、 京都へ 行きたい の だら うが、 そんな 

努力 は、 だめ だめ。 みんな、 だめ。 せいぜい、 まあ、 

田舎 公卿、 とで もい ふやうな 猿に 冠 を 着けさせた 珍妙 

な 姿のお 公卿が 出来 上る だけ だ。 田舎者の くせに、 都 

の 人の 身振り を 真似る くら ゐ浅 間し く 滑稽な もの は 無 



んど御 謙虚の 敬神 崇 仏の 念 をお 忘れに な つて いらつ し 

やる ので はない かと 疑 はれる ほど、 その 御 儀式の 外観 

のみ をい たづら に 華美に 装 ひ、 結構 を尽 して 盛大に 取 

行 はせられ、 尼 御台 さま も、 相 州 さま も 入道 さま も、 

いま は 何事 も おっしゃらず、 ことに 尼 御台 さまに 於い 

て は、 世上 往々 その 専横 を 伝 へられながら この 将軍家 

に対して だけ は あまり その やうな 御 形跡 も 見受けられ 

ず、 まさか あの 不埒な 禅師 さまの 言 ふやう に、 将軍家 

をお 生れに なった 時からの 白痴と 思 召されて ゐ たわけ 

で も) J ざい ま すま い に 、 前 将軍家 左 金 吾 禅 室 さまの 御 

時 やら、 当 将軍家 御 襲 職の 前後に は、 なかなか 御 活躍 



出 ティナ バ主 ナキ宿 ト成ヌ トモ 軒端 ノ梅 

ョ春 ヲヮス ルナ 

(以上 吾妻 鏡) 

(以下 承久軍 物語に 拠る) 



このと き 右京 権 大夫義 時 は、 御剣の 役 を 勤 

め 給 ひしが、 宮の 門に 入 給 ふ 折 ふし、 俄か 

に 心神 悩乱し、 前後 暗くな りし かば、 文章 



の 日、 御台 所 も 御 出家 あり、 御 戒師は 行 勇 

僧都な リ、 また 武蔵守 親 広、 左 衛門大 夫 時 

広、 城 介景盛 以下、 数百 人の 大名 ども、 こ 

と ごとく 出家したり、 あはれ なる かな、 き 

さらぎ 二日、 加 藤 判官 六 波 羅に馳 せっき、 

右府 将軍 御 他界の よし 申しければ、 京 中の 

貴賤 男女 聞き 伝へ、 東西 を 失 ひて 歎き 悲し 

みける。 

ただ、 あきれた るより ほかの 事な し、 京に もき こし 

めしお どろく、 世の なか、 ふっと 火 を 消ち たる さまな 

り。 (増 鏡) 
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